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令和８年１１月５日 

各報道機関文教担当記者  様 

 

創造的復興に向けたオフグリッド実証実験拠点 

「金沢大学能登里山里海未来創造センター 
未来知 MITSUKE BASE」開所式を実施 

 

金沢大学能登里山里海未来創造センターは、地域課題の解決と新たな価値創造を目指す

共創活動の拠点として、「未来知 MITSUKE BASE」を開設し、開所式を開催します。 
未来知 MITSUKE BASEは、能登地域をフィールドとして、大学、自治体、企業、地域住

民など多様な主体が連携し、研究・教育・社会実装を一体的に推進するための拠点です。

令和６年能登半島地震後の復旧・復興の取り組みに加え、防災・減災、GX（グリーント

ランスフォーメーション）、地域資源の活用、新産業創出など、持続可能な地域社会の実

現に向けた実証研究や共創プロジェクトを展開します。 
 開所式では、本拠点を活用した実証研究や共創活動の取り組みを紹介し、多様な主体に

よる連携の新たなスタートを発信します。 
 ついては、下記のとおり開所式を実施しますので、当日の取材・報道をよろしくお願い

します。 
記 

「金沢大学能登里山里海未来創造センター 未来知 MITSUKE BASE」開所式 

 日  時：令和８年１１月１０日（火）１４：３０～１６：００（予定） 
 場  所：金沢大学能登里山里海未来創造センター 未来知 MITSUKE BASE 

（珠洲市宝立町鵜島七字 46 番の１） 
 詳  細：別添「次第」をご参照ください。 

以上 

 

・取材を希望する場合は、１１月９日(月)１０：００までに別紙１ 取材申込書を FAX で

送付してください。 

・取材の際は各社記者章を携帯し、腕章等で報道関係者であることを明示してください。 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】金沢大学能登里山里海未来創造センター事務室 長田 

TEL：０７６－２６４－５０２３  FAX：０７６－２３４－４０４５ 

E-mail：notomirai@adm.kanazawa-u.ac.jp 

News Release 



 

金沢大学能登里山里海未来創造センター 未来知 MITSUKE BASE 開所式 

次第 

 

日時：令和８年 11月 10日（火）14:30開始 

場所：未来知 MITSUKE BASE 

（珠洲市宝立町鵜島七字 46番の１） 

１．開会 

 

２．主催者挨拶 

金沢大学長       和田 隆志 

 

３．来賓紹介 

 

４．来賓挨拶 

珠洲市長       泉谷 満寿裕 様 

信州大学長       中村 宗一郎 様 

 

５．プロジェクト参画企業等紹介 

 

６．概要説明 

金沢大学理事・副学長 

／能登里山里海未来創造センター長   谷内江 昭宏 

 

７．共創活動紹介 

信州大学卓越教授/学長特別補佐、アクア・リジェネレーション機構長 

        手嶋 勝弥 

金沢大学理工研究域地球社会基盤学系 准教授 

／能登里山里海未来創造センター准教授  原 宏江 

金沢大学理工研究域地球社会基盤学系 教授 

／能登里山里海未来創造センターまち・なりわいづくり部門 副部門長 

        西野 辰哉  ほか 

 

８．水合わせの儀  

 

９．記念撮影  

 

10．閉会  



 

 

 

別紙１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込日：令和８年１１月 日 

 

 

「金沢大学能登里山里海未来創造センター 
未来知 MITSUKE BASE」開所式 

取材申込書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【取材受付担当】 

金沢大学 能登里山里海未来創造センター事務室 長田 

 TEL：０７６-２６４-５２８９  FAX：０７６-２３４-４０４５ 

 E-mail：notomirai@adm.kanazawa-u.ac.jp 

取材を希望する場合は，１１月９日(月)１０：００までに、 

能登里山里海未来創造センター事務室宛てに送信願います。 

  FAX：０７６-２３４-４０４５ 

 
報道機関名 ：                                                  

 
取材記者氏名：                        様 

※お決まりでない場合はお申込者名をご記入ください。 
連 絡 先 ：                          

※当日ご連絡がつく番号をご記入ください。 
 

同行者（カメラマン等）：              （名）上記記者除く 
 

カメラの種類と台数： □スチール   台 ／□ムービー     台 




